
（一社）神奈川県建築士会 防災・災害対策委員会 令和8年5月12日

令和8年度 第2回 防災・災害対策委員会 【議事録】

場 所： 建築士会会議室 (Webあり)

日 時： 令和8年5月12日（火）午後6時30分～7時55分

出席者： 担当副会長 村島 ・担当常任理事 玉野 ・事務局 (宮林、荒尾)

委員会：有泉・深谷・(河原)・中山・(渡邉)・(高橋)・東・木下・猪股・(山中)・(小檜山)・高戸

議事録作成者: 深谷 （ ）内は欠席 オンライン参加

□ 委員長挨拶

□ 担当常任理事挨拶

□ 議題

１.令和7年度事業報告、令和8年度事業計画について(本会へ提出) 【資料1エクセル】

・9/8の第6回委員会で「ミニ勉強会」を開催する。

・被災住宅建築士相談員関連は建築会議が主体となり、委員会は協力する。

２.士会災害対応・緊急連絡網について(トヨクモ契約まで) 【資料2エクセル】

・士会だけの連絡網を作ることに意味はあるのか？

・応急危険度判定に関しては、士会支部や神事協支部単位で各市町と協定締結の実績があるため、再度整理する必

要がある。

・応急危険度判定活動と被災住宅相談活動は時間差があることも含め、今一度整理の必要性を感じる。

・士会と自治体との連絡体制の仕組みがよくわからないところがある。

３.支部の状況について 【資料3エクセル】

・今回配布した「防災に関する 各支部の状況」シートについて、項目を再整理してから検討する。

４.トヨクモについて マニュアルについて 【資料4】

・登録のための「整理番号」の考え方について、追加意見などあれば出してほしい。

・トヨクモのツールを契約する根本の目的は会員の安否確認だが、他にも応用が利くことをメリットとして契約す

る価値があるという前提で進めてきている。

・お試し訓練をやってみて、使い勝手が悪い部分も見えてきたので、取りまとめて改善要望を出してみてはどうか。

・マニュアル作成には相応の労力がかかる。マニュアルを整備したところで本当に理解が広がるのか...？

・契約が前提であるが、一方で契約そのものの再検討の余地があるかもしれない。

５.講習会、研修会について

・防災ワークショップ、講習会の開催について具体的に検討していきたい。

６.会計について(令和7年度の清算) 【中山さん】

□ 次回委員会 令和8年6月 9日(火) 場所:建築士会会議室、webもあり

次回、議事録 猪股 さん お願いします。

今期の議事録は、横須賀、中、小田原地方、県庁職域、川崎、(相模原)、県央、湘南、横浜、の順番で


